
第１学年「データの分析」単元指導構想図           

 

  

 

・平均（小５） 

・帯グラフと円グラフ（小５） 

・データの活用（小６） 

 

目的に応じて資料を収集し，表やグラフに整理し，代表値や資料の散らばりに着

目して，その資料の傾向を読み取ることができる。 

 

・四分位範囲と箱ひげ図（中２） 

・確率とその求め方（中２） 

・母集団の数量の推定（中３） 

＜学びに向かう力，人間性等＞ 
・ヒストグラムや相対度数などのよさに気づいて粘り強く考え，データの分布について

学んだことを生活や学習に生かそうとしたり，それらを利用した問題解決の過程をふ

り返って検討しようとしたり，多面的にとらえ考えようとしている。 

・多数の観察や多数回の試行によって得られる確率のよさに気づいて粘り強く考え，不

確定な事象の起こりやすさについて学んだことを生活や学習に生かそうとしたり，そ

れらを利用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりしている。 

＜知識及び技能＞ 
 

・ヒストグラムや相対度数などの必要性

と意味を理解している。 

・表やグラフに整理したり，範囲や代表

値などを求めたりすることができる。 

・多数の観察や多数回の試行によって得

られる確率の必要性と意味を理解して

いる。 

・相対度数を計算して確率を求めること

ができる。 

＜思考力，判断力，表現力等＞ 
 

・目的に応じてデータを収集して

分析し，そのデータの分布の傾

向を読み取り，批判的に考察

し，判断することができる。 

 

・多数の観察や多数回の試行の結

果をもとにして，不確定な事象

の起こりやすさの傾向を読み取

り，表現することができる。 

＜数学的な見方・考え方＞ 
・いくつか調べて予想する 

・同じように考える 
・筋道を立てて考える 

・考えやすい条件にする 
・特別な場合を考える 

・いつでもいえるように考える 
・まとめて１つとみる 

・条件を変えて考える 
・多面的に考える 

・根拠をもとに説明する 



第１学年 第７章 データの分析     単元指導計画                           

時 学習内容 知識・技能 思判表 主体的な態度 評価方法（記録） 指導に生かす評価（行動観察） 

１ 範囲と度数分布 知①  態①  
・「範囲」，「階級の幅」を理解する 

・度数分布表で表し，傾向を読み取る 

２ ヒストグラムと度数分布多角形  思①   
・「ヒストグラム」，「度数分布多角形」の表

し方を理解し，その傾向を読み取る 

３ 相対度数 知① 思①  知①②：ノート 

・「相対度数」を理解し，正しく計算する 

・相対度数とそのグラフを使って，傾向を

読み取る 

４ 累積度数と累積相対度数  思①   

・「累積度数」，「累積相対度数」を理解する 

・累積度数，累積相対度数のグラフを使っ

て，傾向を読み取る 

５ 分布のようすと代表値（１） 知②  態①  
・「階級値」，「最頻値」を理解する 

・度数分布表を使って，代表値を求める 

６ 分布のようすと代表値（２）  思① 態① 思①態①：ノート ・代表値を使って，傾向を読み取る 

７ たしかめよう 知①②   知①②：小テスト  

８ 起こりやすさ 知③  態②  
・相対度数を使って，起こりやすさの程度

をもとめる 

９ 相対度数と確率 知③    ・「確率」の意味を理解する 

１０ 自動車の燃費を比べよう  思① 態① 思①態①：ノート ・これまでの学習を活用する 

１１ ダイビングツアーを選ぼう  思② 態② 思②態②：ノート  

１２ ７章をふり返ろう 知②③   知①②③：単元テスト  

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を

理解している。 

② コンピュータなどの情報手段を用いるなどして

データを表やグラフに整理することができる。 

③ 多数の観察や多数回の試行によって得られる確

率の必要性と意味を理解している。 

① 目的に応じてデータを収集して分析し，その

データの分布の傾向を読み取り，批判的に考

察し，判断することができる。 

② 多数の観察や多数回の試行の結果をもとにし

て，不確定な事象の起こりやすさの傾向を読

み取り，表現することができる。 

① ヒストグラムや相対度数などのよさに気づいて粘

り強く考えたり，データの分布について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとしたりしている。 

② 多数の観察や多数回の試行によって得られる確率

のよさに気づいて粘り強く考えたり，不確定な事

象の起こりやすさについて学んだことを生活や学

習に生かそうとしたりしている， 

 


